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ブラ ジル 人 学校 と日本 の 学校

一
東海地域の 新来外 国人学校調査 より

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〇今津孝次郎 （名古屋 大 学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○児 島　明 （名古屋大学大学院）

1．問題

　 近雫 就労などの 目的で来 日する新来 （ニ ュ
ーカマ

u

）

外国人が全国的に増加しa 、る そ赧 こイ料 丶同伴する子

どもたちのための 母語学校や塾が、この数年間に東海地或

でも急速に増えてきたb2001 年4月時点で、繭 四県に

おける外国人学校及び塾の数は 18校となり、さらに増え

る傾向にある。 ZXX）年夏から2001年春にカィナてお こ なっ

た訪問調査を通 じて （今津 ・松本、2001）、 私たちが 注目

したの は、日本の学校で学ぶ外国入児童生徒めミ外国人学校

．に移籍するケ
ー

スや その逆のケース が多い とい う点であ

る。 本発表で は、ブラジノレ人学校の実態に焦点を当て、日

本の学校との関遡 こPt ・て検討しなrl　｝
’
ら、地域汢会の 1本

格的な1国瑠ヒの もとでの蠍 皀童生掟 教匍こづ い て考

察した暁

2，ブラジ 7レ大学鴎 ことっ て日本の学校が意味するもの

　（1）　 ブラジル人学校設立の 背景及び受け入 れ態勢

　 来日するブラジ外人の数 よ 1900年の 「出入国營理及

び難民認定法1の改正 以来急増した。 2000年末現在、外

国人登録をし0 、るブラジル人の数は、前年朿の 22 万人

か らさらに 3万人増加し、
25 万人を超える。家族を呼び

寄せるケー ス が多い こ とに加え、 滞在の長期化・定住化傾

向が
一
層強まるなが 蕉 就学年齢にあた る子どもたちの数

も急増しO ・る、 松本   001， 59 頁）の算出に よ畑 ま

ブラ訪 レ大全体に占める O−−14　ueの外国人灘 1

合は 、
190）年末現在では 48 ％だっ たカ｛、1999年末現在

では 14
：
8％にまで上昇してい るb

　 こ うした子どもたちを早 レ塒期から受け入れた鰥育園

や小・中学校では 言語も文化
・習慣も大きく異なる子ど

もを前に 、 まさに手探りの対応を続けてきた。 とこ ろが、

受け入れに熱Lな個々 の 鶲嬾 こもカか らわらず 日

本の小 ・中学校を中退したり、
ノ亅t学校を卒業後進学しなか

っ たり、来日後あるW ま再来日後どこ にも所属しなか った

りする子 どもたぢ囎 え続け、い わゆる不就嶄飆 ミ表面

化しつ つ ある。

　 日本の 学校に通わない／通わなくなる原因は 言語や

文化・習慣の違い こ十分対応しきれて し・ない 学校1貝tp］fipFRE

や子どもの就学に対する親の意識の 問題などが存雛 こ絡

みあっ たもの として考えられなければならない が、こ こ数

年の動きとしてブラジル 人学校の急増をそ（1）一［Nとして

考慮にスれない わけ｝コ瀚 ・か なレ、

　ブ ラジル人学校は、帰国後に備えて母言吾による教育を

望んだ り、日本の学校に馴麟 識 ・子どもの 受け皿を求め

る親のニ ーズに呼応して、あちらこちらに設立されるよう

になっ たe 今回の調査で確認された招 ナでも全国に 24校

存在してお り、 その うちの 18 校が、外国人児童生徒数に

おい てブラジン嘔 籍が 7− 8 害1亅を占める東海地方に集中し

て い る。愛知県内 d環 ）て み て も、その鰍は 10校に及鵠

　ブラジ 1嗷 育省 （文部省）による認可も続々 と下りて

おり、2DOI年 4 月現在で 16校が認所斉み、さらに 6校が

申請中であ属 認可された学校を卒業すれば ブラジル本

国の学校を卒業したの と同様の資格が与えられることか

ら、政府による認可ま生徒数の増加に拍車を力滑 てし、る、

　では、ブラジ，V；A：学校の受け入れ態勢壷まどうなっ O ・

るのだろう醜
一

口にブラジル 人学校とい っ ても、有限会

社として経営され 300 人もの生徒を抱える大燭模なもの

から、生徒が30人程度の傴弘経営の塾まで さまざまで あ

るb　
処

　　目　
Z ’

充実度における学校間格差も決して

小さくはな臨 それでも、年齢 ・ 滞日年数 ・母コあるい ま

日本における教育経駿の 有無 ・学力など1醐 ・て さまざま

に異なる子どもたちの編 N こ際して、各学校がそれぞれに

工夫した受け入れ態勢をとっ O ・る。年齢に力功わ らず 1

年生の クラス から始めてクラス をどんどんあげて い くケ

ー
ス

、 編入日隶こ親子ともに面接をしたり、テス トを実施し

て学力を半蜥 しクラス を決めるケー
ス などさまざまであ

るが、言語能力の固入差に配慮してi轍 こ対応しO 、る点

で は共通しO ・る』
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　（2）　 ブラジノレ人学校のなかの 「日本1

　　ブラの 叺 学校では 願 1としてブラ労 囎 r渡

に準iじた内容の教育を肋 レ トガル語で行っ て い る。教科を

担当する教禰謁 …曙 列外なくブラジル 人であり、日常会話

も瀞 レ トガ ・喀劭 優勢で ある。
一
見すると、「こ こ は日本

で まなしも ブラジルだ1 と眉翳っせる要素に満ちて い る。 し

かしながら、その笑態を冷謝 こ見っ めてみると、所々 に 「日

本1との折衝の痕跡を見てとるこ とができる。 その痕跡を、

今回行っ たブラジル人学校噺 。躙 査及び児島が   年

2月から現在に至 るまで 日本語指導のボランティア として

力功粟ンってい る名古屋市内の 「アウレオ塾1  001年 5 月

にブラジル政府より認可され 、 現在は 「コ レ ジオ ・ア ウレ

オ1 と名前を変更）での 観察に基づい て素描してみ よう。

　 第
一

に、日本の 保育園や小 ・ヰ戦 こ通 っ た経験をも

つ 子どもが決して少数 αまない こ とが挙げられる。 例えば

　「ア ウレオ塾 では 毎日学校に通っ てくる小 ・中学生約

50 人中、半数Lffくが日本の 学校を経験しa ・る。 な力斗こ

はボル トガノ嗜吾よりも日本語の方が堪能な子どもさえ存

在する。その ような子どもはk 日本語で勉強してきた内容

を急に蔚 レ トガル語で学習しなけれ矛ずならない 状況にお

かれて混乱したり、ブラ吻 レ人学校ではなかなか友人がで

き髀 こ、日本の学校で知り合っ た友人を懐い しむ場合も多

残 その ような子どもの ために、多少でも日本語ができる

教1弔が授業中そばにつ い O 、るこ ともある。

　 第コ こ、学樹興が、日本の 文化や習慣に接 ナる機会を

自らの教育活動のなカY［積極的に取り入れようとしてい

る点が挙げられる。 言旙黯調査を行っ たすべ ての学校にお い

て週 1− 2 時間の 日本言驪 垳北れてい ることをは

じめ、な力紹 まそれとは別に 「日本Slltltとい う科目を設

け、日本人ボランテ ィ アによる 「淤 囃 等を行っ て

い る学校もある。その他にも、「特別受菊 ない し 「課外

活動 として、リサイクル セ ンタ
ー

見学等の 祉会見学の 機

会を餬 轂 ゴて い たり、日本の歴霪や文化を知るため

の旅行を企酎 る学校備 る。 仮に 「日本文化」とい

う科目を設けて いなくても、日常的な教龍 動のなbtこ日

本的な習1貫を取り入れてい る例もある。例えば 「アウ レオ

塾 では、本国の学校ではまずあり得ない 子どもたち自身

による 構 を教育活動のな斛 こ盛り込んでい 乱 これ

は日本黴 m ら取り入扎たものであり、当初 1親からの

反発もあっ たが、校長自ら説得にあたり、理解を得たとい

う。

　第ヨ こ、子どもたちがい ずれ日本社会に出て働く可能1生

も想定しつ っ 、教育括重肋轍 て い るこ と力単 デら才しるも

さまざまな境遇にある子 どもたちを受け入 れて い るブラ

ジル人学校にとっ て、子どもたちに帰国の鞴 をさせ るこ

とだけが課題なので はなレも む しろ、滞在繍 助 勦

なか で、近レ将来子どもたちが日本村会に飛び込んでい く

可能性は無視できな四 まど高くなっ a ・る， そこ で 教育

活動もそ うした場合を想定しつ つ 営まれることになる。

　「ア ウレオ塾1の 佼長は 觸 僉ずることの大切さにPt ・て

次の ように語る。
「自分の意見を言うこ との 大切さを身に

っ けさせ る。勉強しない 詔よ 閉鎖的な 日本汢会｝こ気後れ

して しまうので はない だ ろう力制 そして 、 日本語や英珸

耀 強 させ るのも、将来の 居住地さえ定かでない 子どもた

ちが、い ざ漱職 しなけ才りまならなレ状況 こおかれたときに、

啾況 こ振 り回されるの ではなく、自分で状況を作るよう

に」するためだと語る。っ まり、日本語指導ひとつ とっ て

み ても、それは単な る文1ヒ紹介や財 社会 へ 4漑 の ため

で はなく、状況を自ら切り開く主体を形域すべ く取り入れ

られて い るの で あ磊

　 こ の ようにブラジル 人学校の教育活動をつ ぶさに目メ』め

て欄 試 「ブラジ 1レ人学佼1 とい っ て も、それはもはや

ブラジル の 教育や生活様弍をその まま 1樹画 したとい う

性格のもので はない こ とに気づく。む しろ、日本の文化や

習1鰓 瑚 こ取り込み、 自分たちなりの 意柴づ すをし、

固有の 生活空間を構築しa ・るとい えよう。言レ換 えれば

ブラジ’レ人学校をその 勾部か啣兆めれ多ま 決して日本社会

や日本罅 校から 隔 雛された空勵 なの で よなく、それ

らとの折種〒を通して新たに倉出 される 「za］ として捉える

ことがで きる。

　 そして、その 陽亅は央して 「閉じた場」 ではな暁

む しろ、子どもたち1帥飄 輕験の機会を提供するために、

日本の学校嚇 汢会と積艪 勺にカか わろうとする学校

がほとんどである。 地域で開崔されるお祭りへ の参力［｝や

近鋼 呆調 や小 ・中学校と（嬲 こ も意欲ヨ勺な学校が多

蝿 交流｝コ謝 嬲 まむしろ日本人側であり、ブラジル

入較 主ゴ崔〔フ〉イ！丶ミこ／ トを｝rP」月く暉祭｝こ丶地或の 日フ匡ノVや日本 1）

学校に声を脳 ナ（も来てくれない、と
一
校なら嫐 関
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　係者が こぼしa 、たの が耶 こ残ゆ てい る。

　　以上の ことから明らがなように、ブラの ヒ入学校を 隔

　離された飜 匙 とみなすの は、あくまで も日本焔 1の見方

　であり、ブラジ残人学校讎ま 「開かれた場1 として
、 日本

　の学校や地域仕会の積極的なカか わりを望ん で い ると言

　えよう

　3．日本の戦 ことっ てブラ労 レ人学校が意味するもの

　 （1）「閉じた」 シ ス テ ム としての 日本の学校

　　東海贓 でもブラ ジ延人を中心 こ、多くの新来外国人児

童生徒が日本の 学校で学ん 6 ・る。 新来外国人集住剛区周

辺の学校では 国際飆 殺置され て力晒己教員による指導

も行われて い る。 異文1匕をもつ 彼らの 存趨こよっ て、日本

の学校の1繭 基本特徴わ測 本的に炙り出されてい磊 そ

噺 蜘ま日本人 とい うよりも大F眠 族の 「閉じたJ教育シ

ス テム としてまとめられるだろ う。

　その 性質は 義務教育レ （ ウレで明確に示され0 ・磊 つ

まり、児童生徒は 日本語を話すこ とが当た りまえと見なさ

れ、 学校 での生活の仕方を当脚 ）こととして理勤罕しで ・ ・る

と見なされる。たとえば 学校は 通わなければならな臨

宿題が出るの で必ずやっ て く盗 試験でnt．Essioてよい成

績をとり、上級学校！xa ）ff
’
eW こosえる。掃除や給食は皆で

力を合わせて取り組独 などなど。 これ らは 日本に生ま

れ育つ うちに自然と身にPt ・てい く学佼蚓匕であり、学校

に関する見えない 岡直観や規範 思考様式である。
したが

っ て、この学校文化帽改めて言語で表現され、確認される

必要もない、B日，，、、　 識 ぐあるb それゆえ、そ うした学校

文1目こ合わない ケ
ー

ス にっ い て は考慮ナる必要が無 bi・，・

た6 たとえば 日本語力駘せない 駘 あるレY“ 学校は

一
定日数なら休んでもよいとい う考え方の蝪合。 そして、

掃除や給食とい っ た生活様式がわからない 、あるい ま進学

に備えて頑張っ て勉強するとい う行動様式が理解できな

い ような腸合、などなど。 それらはこれまで想定されて は

いなか っ た。

　 このよう勧 日 ，1“　
「
交文化によっ て貫かれて い るの が

「閉じた」学校教育シ ス テムの待徴で ある。 こうした 「閉

じた」学校に異文化の子どもたちが次々 にや っ てくるとど

うなるカ  「閉じた」 シス テム に埋没したまま気づ くこと

すらしない教師たちま、従来の孝校文侶 こそのまま適合さ

せてい くような指導をお こなうこ とになる。
い わゆる 「学

　麟 旨鞠 　ま、驟 こ’ま同 ヒ注≡義費勺騰 を弓蛋く融 ！
・

　た6 対立葛鬻が生 じると、国嫐 室を 隔雛された綿 励

　化して、問題の封じ込めや沈静化を暗黙の うち｝こ｝効 と ）て

　 い く。

　　ところが一方、 教撤 ）な力紹 よ外馴 黜 走と直接

　交渉ずるなが竄 この 「閉じたJ シス テ ム に気づき、暗黙

　の学校文化を自覚的に対象化する者
L

も出て くる。国際教室

　などで 日本言酎黝 淋甫充に当たる  晒み鞠 配）なか

　には 伝綯的学校文化と向き創 ・、異文化と自文化の 境

界枠亅を拑半1的 こ問い直すh 「ス も生まれる 倪島、2◎01）。

そこには、伝統的学校文lbう渡容する可能性を見い だすこ

　とができよう。

　 （2）外国人学校囃

　　さて、東海地域でも急速に増えてきた外国人学校はどう

受け止められるカも従来、日本の 学拠 輝 こはごく限られ

た数の民黼 呈度しか存在しなか っ た地 瓣土会の なか

に 、 ブラジ尨人学1交があちこちで開佼され 、 日常蠏 こ外国

人の子どもたちが日本の学校との 間を行っ た りきたりす

るとい う事態はこれまで こなか っ た、まっ たく新しい現象

であ盗

　 この現象に対して、
一
方 では 日本の 学咬の なか の 隔雅

されたZY7Hteとしての国騨 級よりも鰡 邁こと

っ てより適切な 嬾 也 の ように捉える見方が 日本の学

校関係者の なhtこある。しか し
一
方、ブラの レ人の 切疆 吉

まっ たニ ーズ から生まれたブラジ死 人学校につ い て、21

世紀日本の 学校の ありかたにとっ て重要な意味をもつ と

指摘することができる。

　 つ まり、 この現象自体が日本祉会の 「本格的ts」国蜘 匕

を物語ること、雄 虱人は単なる
一
驚的ゲヌ トではなくて 、

地軸 辻会・文化を担う櫞 琴員の
一
員となっ てい く

傾向を示 すツ喉 だとい うこと、であ磊　しか も、約 20年

後には世界で初めて 囓 喜歯鑼会1 に突入する日本にとっ

て、外国人とその子どもたちの数は今後な躑 曽加が

見込まれるだけに、新たな濺 まい っ そ う拡大し、日常化

してい くだろう。

　日本の学校か らブラジ tレ人学校外転校する児童生徒の

ケー ス を貝聞きすると、車軈 はそれほ ど単純TIまな臨

い 橢 国（帰るの で母語を学ぶとい うように、母語学習

を核とする外国人学麟 来の 目的もある。しかし他方では
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日本の学校側に程躪 があるようなケ
ー

ス もある。 日本語が

わか らない
、 日本の学｛鯛 受勦 三わからない、日本の学校

内に居場所がない、友這勢斗・ない、とい っ た理由である。

これらは、日本の嶄効 馴国人に対して 欄 く」こ とをし

てい ナば 少し｝繭鴃する言雛 題である。

　 他方では 移っ たはずの ブラジル 人学｛効 》ら日本の 学校

〈 舞い 戻 っ てくるゲ
ー

ス もあ嵐 ブラジル 人学校の授業料

は決しで安くはな暁 何人力の 兄弟如蜘 汐魍 人学校樋

うとすれば 家庭蠅 舶勺負担は並大｝琢の もので は なレも

また、すでに 日本の 学校に緲躁んで ・
・た子 どもたちに とっ

ては 日本の学校に多くの 友達がい る場合もある。

　母国に帰るの 力丶 あるい よ日本に長期滞荏するの力丶 あ

るい ま走住の道攤 ）力丶 確固とした選択肢が定まらな

い まま、ブラtV＞V人学校と日本の 学校の間を揺れて レ・る子

どもたち眇 なく軌 そうした槻肋 なが 轍 鬮 こ

帰るなら外国人学校へ 日本1こ残るなら日本嫐 丶 な

どと事はそう単純には運ばな囲 外国人の子どもやそdy呆

護者が希望するなら、滞在日魏 こカか わ らず、気軽に受け

入れられ、本人の望む進路を柔軟に取 りうるような 欄い

た」シ ステム を準備する ことが、これか らの 日本の 学校に

はk2feeだろう。

4 ．「開いた」学校教育シ ス テム に向けた諸課題

　それでは、「開い た」学佼教育シ ス テム をどの ように搆

想する必要があるカも それは 単に学校教離 1痩 攷変の問

題だけでなく、伝統的な学校文ゴ蹲 颯 こ関わる問題であ

るだけに、形式白難 1亅度い じりだ｝ナでは決して変わらない

深く堅固な部分にも注目してい くことが重要であ磊 そ こ

で、 楠 い た」 シス テム へ と輜奐するために考えられる具

体的な方策を列挙したしも

（1）日本人の 義豫教育か ら地 或の 子どもたちの学習郷章

へ

　外匡ひ↓薗 鞴 ま各学校現場が膜索しなが らも熱

心な教師たちの取り組みに支えられ て発展 してきて はい

る。 しかし、全体として見ると、教育関係者の頭のどこか

に、外国人に とっ て は義務教育ではない から、そうした取

り組みも実は余分な教育サービス だと感 じO ・る部分が

あるこ とも否定できな鵬 日本の 学校教育の対象はあ くま

で 日本人だ とい う日日，，、、
1

效 化が潜んでい る とい えよ

う。しかし、その 考え方で は 今後なお 勵 的
一
るであろう

外国人児童生徒教育に対春ずるこ とはできな臨 むしろ、

国縣 こかかわらず地域に居住するすべ ての 子どもたちの

学習を保障するための学校とい う基本的な捉え方に転換

する必要がある。 でない と、各地で現在大きく鬮 こなり

つ つ ある外国人の 不就鞘 1題を解辣するこ とはできな暁

　（2）学習ヂ博尊鰡 各F鐵 踟 亘し

　 日本の学廃勾部での これまでの 外国人児童生徒教育の

内醐 短 捉え直しが求められ0 ・る。 たとえば   文

章読解を中・Ltこ した 唇 匐 から日常生活の コ ミ ュ ニ ク
V

シ ョ ン用具としての 「にほんご」指導原理 N の転換、   日

常言語の習得以上に 困難な学習謡言吾ない し教授言語¢ 脂

導法の 開発 （鑄 刮匕されて い ない 学校文（口こ関する情報

も含めた進学シ ス テム を中・Ltcした日本の教育シ ス テム

の隋轆是示 と進路 1騰 あるレyg  多文化教育の
一
貫とし

の母語 ・
母文化の学習など （今津．2001）。

　（3）外国人児童生徒教育をめぐるネッ トワークづくり

　 2節で見たように、ブラの レ人学躑ま日本の 学校との交

流を強く望ん唱 ・磊 子どもたちの学習状況も、両者が連

携しない と把握できない 面が大き閥 また、不就羅 題 の

解決も急がれてい る。 そ こで、 日本人学校と外国人学校、

さらには外国 人児童生徒教育の サボ」
トをお こなう市民

ボランテ ィア組織の 三者がネッ トワークを形成し、まずは

相互 の1’青報交換から始めて、 不就学対策、さらに は多文化

教育の交流や鮒国人学校の 施設設備などの 援助などの活

動にPt ・て、連携して取り組む こ とが緊急に要請されてい

る。
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